
門 (dvara)

柏 原 信 行

1. ま ず, 梵 語 で の dvara の意 味 と, パ ー リ経 典 に見 られ る用 例 を挙 げ る。

(1) 入 口 ・出 口 と して の 門。 こ れ は Vinaya i.15や Digha-nikaya (D. ii.83,

171) 申 に, 城 の 門 (nagara-dvara) な ど と して用 い られ て い る。

(2) 人 体 の 九 つ の 孔。kha (孔) と同義 で, veda や Upanisad の 中 に 見 られ る。

Chandogya-Upanisad では, 呼 吸 に関 与 す る心 臓 の門 と さ れ て い る。 な お, Aita

reya-Upanisad 1.1～2, 11～12に 言 わ れ る所 の, アー トマ ンが 生 類 に 入 る時 の 門

は, vidrti (頭骸骨の縫 合) で あ る。 パ ー り経 典 で は, Salpyutta-nikaya (S. i.16,

63)に, 汚 物 が満 ち, 貧 欲 に束 縛 され, 不 浄 で あ る九 つ の門 (nava-dvara) とい う

記 述 が見 られ る。Ahgut-tara-nikaya (A. iv. 387) で は, 九 つ の 傷 口 (nava vapa-

mukha) と して あ げ られ る。 これ は, 切 られ た こ とな どに よ るの で は な く 自 然 に

で き た 口 (abhedana mukha) で あ つ て, そ こか らは不 浄物 が した た り, 悪 臭 が 漏

れ, 好 ま しか ら ざ る もの が 漏 れ るだ けで あ り, 身 の 同義 語 で あ る, とされ て い る。

仏 教 で は, そ れ らの 九 つ の 孔 の うち, 特 に 感 覚 器 官 に存 在 す る眼 ・耳 ・鼻 ・舌 ・

身 根 に意 根 を加 え た六 根 を 門 と呼 ぶ。S. iv.194で は, そ の六 つ の 門 を城 の 門 に

た とえ, 城 の 門 の 門 番 を念(sati)に た と え て説 明 す る。 城 に門 番 が あ つ た こ と は

D.iii.148に も見 られ, A. iv.107fで も, 念 の た とえ と して 門番 が あ げ られ て

い る。 又, Milindapanha p.62で は, 識 を城 を 守 る者 (nagara-guttika) に た とえ,

各 方 角 を見 る こ と を五 根 に よつ て 五 境 を捉 え る こ と の た と え と す る。s. iv.119

(雑 阿含九, 大2-64a)で は, 守 られ た 門 (guttadvara) につ い て, 眼 等 学 に よ つ て

色 等 を見 る な ど の こ とを して も, 煩 悩 を 起 こ さな い こ と と述 べ られ てい る。 こ の

経 は, 阿 毘達 磨 順 正 理 論 巻 七 (大29-366a) の根 見説 ・識 見 説 の テ ー マ で の 議 論

の と こ ろで 引 用 され て い る。

(2) dvaraは,「～の 入 口」 とい う意 味 か ら, 方 法 ・手 段 とい う意 味 に も用 い ら

れ る。 特 に Instrumental の形 は 「～に よつ て」 とい う意 昧 で 用 い ら れ る。 現 在

の ヒ ンデ ィー語 で も, dvar は所 謂 門 とい う意 味 を表 わ す が, dvara は 「～に よつ

て 」 とい う意味 で 用 い られ て い る。

dvara の語 源 に つ い て は, dvr (妨げる) を語 根 とす る と考 え られ て い る。
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パ ー リの 注 釈 書 の 中 で の etimology で は, Abhidhammattha-Sahgaha (Abhidh-

s) の 註 釈 書 Abhidhammattha-vibhavani (Abhidh-s-t) p. 73に, 非 色 法 が 起 こ

る 口 (mukha) で あ る と か, Abhidh-s の 近 世 の 註 釈 書 Paramatthadipani (Pa)

p.107に, 中 と 外 に い る 二 人 (dve) が 行 く (aranti) と い う解 釈 を し, 外 の 者 が

入 る と い うの で 入 り 口, 或 い は, 中 の 者 が 外 に 出 る と い う の で 出 口 と い う意 味 に

な る と か, Abhidhanappadipikasuci p.271に は, 二 つ の (dve) 扉 が そ こ に 於

い て 動 く (caranti) と か, 悪 人 (dujjana) の 侵 入 を 防 ぐ (varayanti) 等 と い う解 釈

が さ れ, そ の 他 で は, 六 境 が 入 つ て く る 入 り 口 と し て 解 釈 さ れ る (Pd. p. 107;

Abhidh porapatika p.309; Sahkhepatika p. P. 24; Paramatthamanjusa p. 974)。

倶 舎 論 地巻一 (大29-4b～; AK pp. 13～; AKV. pp.42～) や 順 正 理 論 巻 三 (大29

一343b～) で は, 処 (ayatana) に つ い て の 説 明 の 中 で, 処 とは心 ・心 所 が生 じて く

る門 (aya-dvara) の 意味 で あ る と し, 門 を 心 ・心 所 の 生 ず る と こ ろ と解 釈 して い る。

パ ー リ ・ア ビダル マ で は, 六 内処, 六 根 を 門 と して扱 うが, これ は, 人 体 の 九

つ の孔 (dvara) の うちの感 覚器 官 の 中枢 で あ る と され た 根 (indriya) は, 所 縁 の

入 り口 と して の門 (drara) と捉 え られ, さ らに は,「 それ に よ つ て」 心 生 起 が あ

る とい う縁 生 の思 想 を含 め て 考 え られ た と言 え よ う。

2. 門 は, この よ うに六 内処 即 ち六根 を 指 す の で あ るが, その 六 根 の色 界 に 於

い て の存 在 ・非 存在 に っ い て, 各 部 派 に よっ て解 釈 が 異 なつ てい る。

倶 舎 論 巻 二 (大29-7b～; AK. p.20～;AKV. p.60～) や 順 正 理 論 巻 四 (大

29-348b～) の界 繋 分別 で は, 色 界 に は段 食(普 通 の食物)が 無 い か ら, 香 ・味 の

二 境 が 無 く, 境 が ない か ら鼻 ・舌 の二 識 も無 い と説 く。 しか し, 鼻 ・舌 識 の所 依

で あ る鼻 ・舌 の 二 根 に つ い て は, は なが 無 くなれ ば容 貌 が悪 くな り, 舌 が無 けれ

ば 口が き け ない, と し て, 鼻 ・舌 二 根 の存 在 を認 め てい る。 身 根 ・身識 に っい て

も, 衣 服 の 感 触 や, 入 定 中の 身 柔 軟 性 の感 覚 を認 識 す る た め と して, そ の存 在 を

認 め てい る。 有 部 で は, 議 論 を好 む た め か, 実 践, あ るい は 自 己 の分 析 ・認 識 の

上 で は, あ ま り関 係 も無 い よ うな事 柄 で あ る この点 に つ い て も, 男根 や流 産 す る

胎 児 な ど を例 に あ げ て述 べ て い るの で あ る。

唯 識 宗 で も, 雑 集 論 巻 三 (大31-708a; Abhidharmasamuccaya, Gokhale's ed.

P.22; Abhidharmasamuccayabhasya p.26) の 界 繋 分 別 で, 鼻 識 ・舌 識 ・香 ・味

の 四界 と, 香 ・味 の二 処 は欲 界 の み に あ る と され, 有 部 と同 じ立 場 を 取 る。

しか し, 所 属 部 派 不 明 と され て い る舎 利 弗 阿毘 曇 論 巻 十 二 で は, 色 界 天 上 の 名

色 に つ い て述 べ る と ころ で, 色 界 で は 眼 ・耳 ・身 ・意 根 を得 す る と して お り, 色
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界 で の鼻 根 ・舌 根 を認 め てい ない。 これ は, 有 部 の よ うに は容 貌 や議 論 な どを重

視 してい な か っ た こ とを物 語 つ て い る。

これ に比 べ る と, 南 伝 上 座 部 で は, Abhidh-s p. 30の 色 の 解 説 中 に, 色 界 で は

鼻 ・舌 ・身 は得 られ ない と し, ま た Namarupa-pariccheda v. 221で も, 心 作 用

論 の 中 で, 鼻 等 の三 門 は色 界 に は無 い, とあ る よ うに, 鼻 根 ・舌 根 の み な らず,

身 根 も色 界 に は存 在 しな い とす る。

Visuddhi-magga (vism. p.445) の 業 の解 説 の 中に は, 眼 ・耳 は, 自 己 の 依 処

に附 着 せ ず に依 止 す る色 ・声 境 の み を認 識 す る因 で あ る とい うの で未 到 の 境 を把

握 し, 鼻 ・舌 ・身 は, 依 処 に よつ て, ま た は 自 ら 自己 の依 処 に 附 着 す る境 の み を

認 識 す る因 で あ る とい うの で, 已到 の境 を把 握 す る, と説 か れ るが, 上 記 の 点 に

は, この こ と も何 らか の形 で 関与 す る と考 え られ る。

しか し, 色 界 に鼻 ・舌 ・, 身根 が存 在 しな い こ とに つ い て の具 体 的 な解 釈 は, 他

に は 見 られ ず, B. Revatadhamma が 言 うよ うに (Abhidharmaprakasini p. 717),

色 界 にお い て は, 眼 根 は仏 を見 るた め で あ り耳根 は 仏 法 を 聞 くた め で あ る と解 釈

す るの が 妥 当 で あ ろ う。

3. Visum. p.451の 二 十 八 色 の 説 明 の 中 に, 心 基 は 基 (vatthu) で あ つ て 門

(dvara) で は な く, 身語 の二 表 は 門 で あ つ て基 で は な く, 浄 色 は 門 で あ り基 で あ

り, そ の 他 は 基 で も な く, 門 で も ない と 言 わ れ, ま た, Abhidh-s. p.28に は,

浄 と表 の七 種 は門 と して の色 で あ る と言 わ れ る よ うに, パ ー リ ・ア ビ ダ ンマ に於

い て は, 六 内処 の み な らず, 身語 の二 表 も門 で あ る と され る。

業業論 につ い て は諸 先 学 の著 作(『 仏 教心理 学の研 究』『仏教教理の研究』『業の研究』)

に 詳 述 され てい る。 パ ー リ ・ア ビ ダ ンマ, 特 に 門 と して の 二表 に つ い て詳 述 す る

Atthasalini に 関 して も, そ れ らの 中 に詳 し く取 りあ げ られ て い る。

こ こで は, 南 伝 上 座 部 の二 表 論 に つ い て若 干 附 加 す る。

表 (vinnatti) に つい て は, Atthasalini pp. 82～の 他, visum. p.448や Abhidh-s.

pp.27～に も述 べ られ, Katha-vatthu p.440, Milinda-pahha p.244, Vibhahga p.

13等 に も見 られ る。 これ ら と は別 に, Vinaya v.125で の, 妄 語 の 説 明 で は,

騙 そ う とす る者 の語 ・言 葉 ・話 ・説 等 と共 に, 表 (vinnatti) が 語 業 の 同 義 語 と

して使 用 され, また, iv-2に は 男 女 根 を転 ず る場 合 に, 前 の根 を捨 て て 後 の 根

を持 て ば, 表 は無 効 とな り仮 名 は破 壊 され る と して, 行 為 とは 関 係 の無 い外 見 と

して の 意味 で用 い られ る。 これ らは, い ず れ も未 だ表 の概 念 が 確 立 され てい な か

つ た こ とを物 語 つ て い る。
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後 の Abhidh-s p. 23で は, 身表 とい う身 門, 語 表 とい う語 門, とい う表 現 が

され てい る。 触 境 の 入 り口 で あ る身 門 と身 業 の 出 口で あ る 身表 とは全 く別 の もの

で あ り, 二 十 八 色 の 中 で も身 と表 とは別 立 す るの に, 混 同 して い るの は有 部 な ど

の よ うには 表 の 説 が 確 立 してい な か つ た た め で あ ろ う。

パ ー リ ・ア ビ ダ ン マ に於 て, 身 語 の 二 表 も門 で あ る と され る点 につ い て, Pd.

p.250は, 路 心 (vithi-citta) や 殺 生 等 の 業 が 起 こる 門 (pavatti-mukha) で あ る か

らで あ る とす る。 また, 五 種 の浄 色 は生 起 の門 (upapatti-dvara) で あ り, 二 種 の

表 は業 の 門 (kamma-dvara) で あ る と して い る。

有 部 の説 で は, 十 二 処 は心 ・心 所 を生 ず る門 で あ る と され て い た。 パ ー リ ・ア

ビ ダ ンマ で は, 業 は全 て心 ・心 所 と して解 釈 され, 業 は 心 そ の もの に 他 な らな い

と され てい る。 それ 故, 有 部 で い う 「心 ・心 所 を生 ず る門」 とい う解 説 の仕 方 は,

パ ー リ ・ア ビダ ンマ は, そ の ま ま業 を生 み 出 す 身語 二表 に もあ て は ま るの で あ る。

パ ー リ ・ア ビダ ンマ で は, 縁 生 の観 点 を強 く残 し, そ の た め に, 十 二処, 十 八

界, 二 十 二 根 な ど の うち の, 六 内処, 六 根 を特 に 門 と して扱 い, 更 に業 思 想 に 関

し て も, 身 語 の二 表 を も門 と して扱 つ た。 そ して, 二 十 八色 の 中の 浄 色 と表 とを

共 に門 と して挙 げ た の で あ る。

4. 業を全て心 ・心所 として解釈 し, 業は心そのものに他ならないとい うのが

パーリ・アビダンマの説であるが, パー り・アビダンマで挙げる八十九心 (詳細

には百二十一心) のうちには, 門を離れたもの (dvara-mutta) とされる心がある。

結生 ・有分 ・死の作用 をなす心がそれである。Abhidh-s-t p. 74で は, それら

の心が門を離れていることの理由として, それらはどの門にも生起せず, それ自

身が門であ り, どんな新しい外からの境も取らないとい う三点をあげている。

結生心 ・有分心 ・死心は同一の心であ り, 結生から死までの間は有分心と呼ば

れ る。有分心は, 所謂無意識の状態の心や潜在意識 を指すのではなく, 熟睡や悶

絶の時や植物人間の状態の時の心であり, ただ存在の要素となるだけの心である。

南伝上座部では, 六根と二表を門とすることによつて, 人間の認識 も行為 も共

に全て縁生の思想に基づいた解釈 を加えたのであるが, この有分心に関 しては門

の概念 を加えることができなかつた。 また南伝上座部の心作用論の体系において

は, 無意識に身体を動かしたり意味のある言葉を話 したりした場合の心理作用に

相当するものが見出さ得れない。 これ も, 心作用論中の有分心の解釈上の欠陥と

言えよう。(本稿は昭和55年度文部省科学研究費一般研究Bに よる研究成果の一部である)

(大谷大学特別研究員)
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